
- ･ ■ ･ ･ = ･ = ㎜ ･ ･ ･

7……7

万::11J=

月レゾ……:

.

J

F●･●＼.111.1.･.･

　
♂
　
♂
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｊ

一
以
内
に
人
…
　
…
　
ど
謡
難
所
杞
走
る
。
晴
天

す
る
ク
ラ
　
　
　
　
の
露
露
の
災
害
で
あ
る
。
い

館
で
、
岡
山
市
医
師
会
連
合
に
混
乱
期
で
あ
る
。
　
　
　
ダ

会
の
主
催
で
「
災
害
医
療
に
　
被
災
地
救
急
病
院
パ
自
衛

お
け
る
医
師
会
の
役
割
」
を
隊
、
超
急
性
斯
災
害
対
応
医

テ
ー
マ
に
講
演
し
た
。
視
点
。
療
チ
ー
ム
（
救
急
救
命
セ
ン

は
阪
神
大
儒
堺
（
9
5
年
）
と
＼
夕
ｔ
、
災
害
医
療
拠
点
病

新
潟
県
中
越
地
震
（
0
4
年
）
　
等
で
構
成
）
が
空
路
を
使
　
　
　
ｊ

の
比
較
で
あ
呑
。
阪
神
大
震
て
実
施
す
を
。
こ
の
た
め
　
　
ね
ｙ

災
の
疹
荊
び
出
せ
！
毎
年
自
体
よ
る
官
民

に
〈
「
」
心
」

Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
』
を
、
新
湯
県
串
同
訓
練
雅
言
・
れ
て
い
る
。
え
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３
点
あ
っ
た
。
一
つ
は
災
害

発
生
３
日
置
の
混
乱
状
況
。
ダ
ー
等
で
構
成
）
、
民
間
医

っ
て
く
る
医
療
支
援
チ
ー
ム

と
し
て
日
赤
救
護
班
、
亜
急

　
　
　
ｙ
　
一
丿

性
期
災
害
対
応
医
療
チ
ー
ム

　
（
国
立
病
院
機
構
医
療
セ
ン

増
加
、
そ
し
て
三
つ
目
は
、
　
被
災
者
の
行
動
は
大
き
く

医
師
会
の
役
割
が
不
明
確
な
　
二
つ
に
分
か
れ
る
。
災
害
発

か
ら
療
チ
ー
ム
な
ど
が
避
難
所
の

ム
の
巡
回
診
療
を
実
施
す
る
。

r/憂いあ白れ

　
災
害
医
療
の
基
本
は
、
手
療
が
必
要
と
判
断
し
た
人
だ

術
等
の
必
要
な
重
症
患
者
を
ち
は
、
最
寄
り
の
救
急
病
院

被
災
地
か
ら
外
に
出
し
、
医
に
走
る
。
開
業
医
に
は
来
な

療
支
援
チ
ー
ム
を
被
災
地
に
・
い
。
そ
う
で
な
い
人
た
ち
は
、

の
食
料
と
１
週
間
分
の
医
薬

品
に
診
療
カ
ル
テ
の
備
蓄
、

は
命
の
不
安
に
お
び
え
る
。
頼
関
係
を
築
く
こ
と
が
大
切

い
つ
ま
で
続
く
の
か
、
見
放
だ
。
災
害
医
療
は
、
無
理
の

さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
　
な
い
対
応
が
最
も
実
施
し
や

と
不
安
が
増
幅
し
て
恐
怖
に
す
い
。
開
業
医
に
と
っ
て
は
、

コ
か
り
つ
け
医
と
患
者
と
の
関

　
係
の
回
復
」
な
の
だ
か
ら
。

　
　
災
害
医
療
は
「
準
備
８
割
、

フ
本
番
２
割
」
と
言
え
る
。
小

医
師
会
の
役
割
が
不
明
確
な
　
二
つ
に
分
か
れ
る
。
災
害
発
’
　
　
支
援
チ
ー
ム
が
撤
収
す
る
。

こ
と
だ
っ
た
。
　
　
　
　
　
生
当
日
に
外
傷
等
に
よ
り
治
　
　
　
　
災
害
医
療
の
ゴ
ー
ル
は
「
か
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ど
す
れ
ば
、
水
や
電
気
の
社
通
信
手
段
が
な
く
て
も
、
災

会
イ
ン
フ
ラ
が
回
復
す
る
。
、
害
発
生
当
日
か
ら
行
政
等
と

自
院
で
の
診
療
を
再
開
す
る
必
要
な
連
絡
が
と
り
や
す

時
だ
。
’
２
週
間
目
に
は
医
療
い
。
追
記
す
れ
ば
、
医
師
会

　
い
」
と
信
じ
る
こ
と
が
で
き
学
校
が
、
連
合
町
内
会
等
に

　
る
。
３
～
４
日
目
か
ら
は
、
よ
る
生
活
支
援
と
医
師
会
に

入
っ
て
く
る
医
療
支
援
チ
ー
よ
る
医
療
支
援
の
合
同
対
策

　
ム
と
協
力
す
る
。
Ｉ
週
間
ほ
本
部
に
決
ま
っ
て
い
れ
ば
、

て
い
な
に
変
わ
る
だ
け
で
あ
る
。
小
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診
療
を
始
め
る
べ
き
だ
。
避
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な
る
。

　
医
師
会
会
員
で
あ
る
開
業

医
は
何
を
な
す
べ
き
か
。
発

・
生
当
日
か
ら
小
学
校
で
保
険

顔
な
じ
み
の
地
区
の
人
た
ち

を
自
分
の
子
供
も
お
世
話
に

な
っ
た
小
学
校
で
治
療
費
の

裏
付
け
の
あ
る
保
険
診
療
で

守
る
ー
と
言
え
ば
わ
か
り

や
す
い
だ
ろ
う
か
。
診
療
の

場
所
が
、
自
院
か
ら
小
学
校
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と
老
人
保
健
施
設
や
特
別
養
「

護
老
人
ホ
ー
ム
等
と
の
合
同
［

対
策
本
部
は
、
中
学
校
に
言

訳
す
る
の
が
望
ま
し
い
。
　
　
『

　
「
備
え
あ
れ
ば
憂
い
な
し
」
『

　
・
い
。
そ
う
で
な
い
人
た
ち
は
、
　
　
　
フ
本
番
２
割
」
と
言
え
る
。
小
で
は
な
く
、
「
憂
い
あ
れ
ば

’
余
震
な
ど
に
よ
る
２
次
災
害
　
　
　
　
ご
学
校
は
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
　
備
え
あ
り
」
が
真
実
で
あ
る
。

　
を
避
け
る
た
め
に
小
学
校
な
　
　
　
　
１
の
中
心
で
あ
る
。
３
日
分
　
（
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
グ
ル
ー
プ
代
表
）

゜

|


	page1

